
第２回　八王子市社会福祉審議会高齢者福祉専門分科会　高齢者計画・介護保険事業計画策定部会　委員からの意見と回答

№ ご意見・ご質問等 回答

その他

1

いつも大変お世話になっております。
本日の会議は大変和やかに進行出来ました。コミュニケーションも取れることに仲間意識が生まれまし
た。
⒈もう少し時間が取れればもっと突っ込んだ意見の交換が出来るかも。
⒉メールで送られてくる資料が膨大ですか時間をかけて読むと大変勉強になります。

事務局の皆さんは準備に大変だと感謝しております。

ゆっくりと議論する時間が取れず申し訳ありません。
皆さまの熱心なご議論のおかげで、限られた時間ながら非常に多くの問題意識や想い、キーワードをいた
だくことができました。改めて感謝申し上げます。

2

高齢者の「転倒」と「口渇」について原因として多種薬剤による薬の影響も要因のひとつだと考えており
ます。※もしよろしければ「ポリファーマシー　薬」でネット検索
薬局での待ち時間の有効利用として「八王子市が求める医療・介護も含めた生活サポート情報」を発信す
ることが可能です。例えば八王子薬剤師会の会員薬局に八王子広報誌を設置する等

ご提案ありがとうございます。
高齢者が知識を得る場合、「よく行く場所」「よく会う人」からの情報入手が多くなりますが、健康に関
する情報源として信頼されている薬局・薬剤師の存在はとても重要だと考えます。
計画の中でも、高齢者の健康リテラシーに加え、様々な支援メニュー相談先の認知度向上も課題になって
くると予想されますので、部会に参加される皆様とともに解決の道を探ってまいりたいと思います。

3

先日はありがとうございました。
「資料３」で地域ケア推進会議が2021年は「0件」となっておりますが，これは正しいでしょうか？
高齢者福祉専門分科会が地域ケア推進会議も一部，兼ねているという理解でおりましたが，私の認識違い
でしたら申し訳ありません。
認知症の人に実施する生活満足度が「60点」とありますが，これはどのような意味でしょうか？
第8次医療計画との整合性が「課長会議資料」で指摘されておりますが，八王子市では，医療療養病床か
ら介護保険施設への転換意向を有している施設はあるのでしょうか？

地域ケア推進会議は３回開催しましたが、方針の決定数は「０」件でした。

令和５年度に認知症の人が実現したい生活状態を聞き取る生活満足度調査を予定しています。新たな指標
であることから、全体の総得点を約100点とし、その６割である60点を目標値として成果を評価していき
たいと考えています。

八王子市では，医療療養病床から介護保険施設への転換意向を有している施設はありません。

4

特に、相談の点について考えてみると、誰もが安心して受けられる。思いやりのある、やさしい町づく
り、そのためには相談できる場所(気軽に、尋ねられる)、それも分かりやすい、行きやすい場所。民生委
員も身近にいますが、やはり専門性の高い人がいる場所が必要だと思います。勿論現にありますが、施策
の展開としての重層的支援体制整備事業として、子ども・障害・高齢・生活困窮といった分野別の支援体
制では対応しきれないような地域住民の複雑化、複合化した支援ニ-ズに対応する包括的な支援体制を構
築するため、「属性を問わない相談支援」が行われることが大切だと思います。実際、民生委員として高
齢者と話してみると、あんしん相談センターには行ってみたい、行っているという返答が多くある。セン
タ－の担当者も高齢者問題に限定せず、いかなることにも対応する準備があると心強い答えが返ってきま
す。「あんしん相談センター」というわかりやすい、優しい名称が人を惹きつける一因になっているので
はないでしょうか。民生委員にとっても、心強い存在になっています。あと、付け加えるならば、定例
会・サロン・各種の講演会(小さなお話の会なども)頻繫に開催してくれています。

貴重なご意見ありがとうございます。高齢者「あんしん」相談センターという名のとおり、誰にとっても
相談しやすく、また相談内容への適切な応需や社会参加活動の体制の整備、公共施設への移転などを含
め、より市民の皆様や地域の関係者の皆様に信頼される機関となりますよう、引き続き機能強化を図りな
がら、効果・効率的な業務運営に努めていきます。
また、属性を問わない相談窓口として「はちまるサポート（八王子まるごとサポートセンター）」を市内
12箇所に設置しています。現在、市民部事務所内への移転（高齢者あんしん相談センターとの併設）も進
めており、利便性の向上とあわせ、複雑化・複合化した課題に関係機関が連携して取り組む体制も強化し
ています。


